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▲図１：遺伝子解析技術を用いた分子「生物間相互作用」学 の展開

▲図３：カブモザイクルイスの感染の有無で発現差のあった主な遺伝子発現経路。斜体は遺伝子名。色のついた
遺伝子は、感染の有無で発現差があったもの。季節によって、異なる遺伝子群がウイルス感染により発現変動し
ていた。(Honjo et al. 2020, ISME J を一部改変）

▲図２：ハクサンハタザオ。A.B. クローン増殖する子株の空中ロゼット。青△は根。C. ク
ローン増殖するハクサンハタザオ。黄△は親株。(Honjo et al. 2019, AoB PLANTS )
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数理生態学を取り巻く状況とその役割
私は数理的な手法を用いて生態学的な問題に取り組

んできたが、ここ最近、生態学において理論的アプロー
チに対して求められるものが変化しつつあるように思
う。環境 DNA やメタゲノミクスなどの分子遺伝学的手
法の発達などによってより多くの生態的情報が得られ
るようになり、それらのデータの時系列解析に基づいて
群集システムのダイナミクスの特性を明らかにする手
法が確立してきた。さらにその解析を通じて、相互作用
に関する情報も一定程度解明できるようになっている。
こうした手法は確かに数学を駆使したアプローチでは
あるが、システムを簡潔なモデルとして記述し、それ
を解析することによってメカニズムの本質に迫る数理
生態学の伝統的なアプローチとは一線を画している。生
態学におけるビッグデータの時代の到来の中で、従来の
数理生態学的手法は無用の長物となってゆくのだろう
か？ 私はそうは思わない。生物の全ゲノム配列の決定
がまだ困難だった時代、ゲノムが決まれば遺伝子の機
能と相互作用が全てわかるというような風潮があった。
しかし、全ゲノム配列の決定が可能になってみると、そ
れらの情報は確かに遺伝子の役割を理解する上で大き
な助けにはなるが、それでもやはり、遺伝子ネットワー
ク全体を理解するためには遺伝子一つ一つの機能解析
を積み上げることが不可欠である。同様に、生態や群集
のシステムを総体として捉える解析手法が進んだとし
ても、生物の相互作用やその性質の成り立ちをモデル化
を通じて理論的に解析するアプローチは、今後も新たな
理解を生態学にもたらし続けるだろう。

種間競争と多種共存
そうした中で私自身が最近取り組んでいるテーマの

一つは、種間競争に基づく多種共存メカニズムに関する
研究である。種間競争は競争排除などをもたらす機構で
もあり、一般的には多種共存に対して抑制的な作用をす
ると考えられがちである。しかしならが、種間競争によっ
て多種共存がもたらされうることがいくつかの理論に
より示されている。その代表的なメカニズムの一つは
ロッタリーモデルで、世代重複がある状況で環境変動が
多種共存を可能にすることが知られている。もう一つは
移住モデル (colonization model) で、定着するサイトをめ
ぐる種間の競争に階層性があり、また競争能力と他の形
質（例えば出産力や死亡率）の間にトレードオフが存在

する状況では、定常的な環境で多種共存が可能になるこ
とがわかっている。移住モデルにおける多種共存メカニ
ズムは理論的に解析されてはいるが、その特性が十分に
解明し尽くされているわけではなく、それもあって多種
共存をもたらす機構としての評価は十分に確立してい
るとは言えない。

私はこの移住モデルの解析を進め、そこから導か
れるランク – アバンダンス曲線 (RAD: rank abundance 
diagram) の特性が、実際の群集で見られる RAD の特
性をよく再現することを示した (Ecology and Evolution, 
2021、図１)。また、現在進めている解析では、移住モ
デルにおける生物とサイトとの出会いの特性を変える
と、各生物種の頻度が持続的な変動を伴いつつ多種が共
存することも明らかになってきた（図２）。これは、多
くの群集で見られ近年重要性が指摘されている推移的
なダイナミクスに関し、競争関係に基づく新たなメカニ
ズムを提案するものとなりうる。さらに捕食者除去によ
る被食者群集への影響や、長期的な追肥による植物群集
への影響などについても、移住モデルは実証研究の結果
と比較的矛盾しない傾向を示すことがわかりつつある。
競争を軸とした多種共存メカニズムは、これまで考えら
れていたよりも多様な特性を持ち、また様々な群集構
造の特性を説明できる潜在力を持っていると思われる。
このメカニズムの有効性を検証することによって、多
種の共存機構に関する新たな理解が得られると考えて、
その解析に取り組んでいる。

生物をめぐる相互作用の科学
生態学は、環境問題との接点や生物の保全とのつな

がりなど、人類が直面する多様な問題とも関係がある。
そうした問題に関する社会的な要請に直接的に応えて
ゆくことも、生態学の重要な使命ではあるだろう。その
一方で、生態学は生物の関係性の科学であり、生物をめ
ぐる相互作用に潜む基本的な法則性やシステムの特性
の理解こそがそのコアである。そうした科学としての生
態学の立ち位置を疎かにしてしまうと、関連分野への貢
献を目指すにしても、その足元が揺らいでしまうことに
なる。基礎科学としての生態学の発展を目指すことが、
ひいては様々な社会的要請に応えることにつながって
ゆくはずである。これからも、生態学研究センターは関
係性の科学としての生態学を展開してゆくべきであり、
また私自身もそうありたいと考えている。

システムの本質に迫る数理生態学

理論生態学　教授 山内　淳
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▲図１：移住モデルでは、競争力の隣接する種がともに存続できている場合に、それらの種のランク上の位置関係に２つの
傾向が現れる。隣接種のランク上の距離をペアワイズでとった場合にその距離が比較的一定になりやすいこと、それらの種
のランク上での分布が偏りやすいという２点である。これらの傾向を実際の群集データにより検討してみた。この図はある
コウモリ群集に関する結果で、属が同一でかつ同じニッチを持つ種を便宜上「生態的特性が類似し、競争力が隣接する種」
とみなし、それに基づいて 39 種のうちの 13 種を６グループに分類している。密度プロットは、種の属性を 10 万回ランダ
マイズして得た RAD でのそれらの種の「各グループ内のペアのランク上の距離の標準偏差」と「13 種のランク上の平均位置」
の分布を示す。本来のデータが示す値（赤丸）は、ランダマイズの分布より外れており、移住モデルの予測と矛盾しない。

▲図２：移住モデルにおける生物の幼生とサイトとの出会いを、幼生プールにおける各種の比率の関数と仮定し
た場合の群集動態のシミュレーションの例。群集は複数の種を含んでいるが、平衡状態からの距離に注目して１
変数としてプロットしている。各グラフは同一の設定でのシミュレーションだが、初期状態における平衡状態か
らの距離だけを変えている。システムの動態は初期状態に強く依存するが、いずれの場合でも不規則な変動とも
ないながら多種が共存し続ける。各軌道の動態はカオスのように見えるが実はそうではなく、strange nonchaotic 
attractor の特性を示す。
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私の専門は理論生態学です。普段はマクロな生命現象
を数理的に研究しています。ここでは長期的な視点から
取り組んでいる地球生態系の２つの課題についてご紹介
します。

生態系改変者がつくった地球生態系の骨格
地球に生命が誕生してから約 40 億年、この地球生態

系とは総体としてどういう世界なのでしょうか？ あるい
は、生命という現象が地球という惑星に展開した「地球
型生命の世界」とはどんな特徴を持った世界なのでしょ
うか？ 現在の地球には、ウイルス、バクテリア、原生生
物などの微生物と、動物、植物、菌類という多細胞生物（巨
視的生物）が混在して、森林、草原、河川、湖沼、海洋
等の生態系を形成しています。この生物の世界に、現生
人類（ホモ・サピエンス）が支配的な種として優占して
いるのが現在の地球生態系です。

歴史的にみた場合、ヨーロッパ世界は、古代ギリシャ・
ローマ文明、キリスト教、ゲルマン文化の 3 要素の混合
から誕生したといわれています。現在の地球生態系もま
た、地球史上の顕著な生態系改変者（ecosystem engineer）
である、シアノバクテリア、多細胞生物、人類の影響を
色濃く反映しています。シアノバクテリアは、原核生物
から酸素を発生する光合成生物として出現し、地球の物
質循環システムの成立、真核生物の進化に決定的な影響
を与えました。多細胞生物もまた、単細胞生物と比べて
桁違いに大きな体サイズを進化させることで、生態系に
大きな改変を加えました。しかし、多細胞生物の生態は
根源的な謎を秘めています。

多細胞生物の謎解き
多細胞生物は、クローン細胞集団の利他行動によって

「個体」としての統一性・機能性を維持しています。では、
（１）多細胞生物の個体性（individuality）の成立過程に
おいて、自然選択（マルチレベル選択）は、遺伝子、細胞、
個体の各階層にどのようにはたらいたのでしょうか？

（２）多細胞生物の特徴（ゲノム、多細胞体制、有性生殖、
発生と生活環、免疫、老化・死）は、どのように獲得され、
相互にどのような関係があるのでしょうか？（３）多細
胞生物の出現は、微生物が支配的だった生態系をどのよ
うに改変したのでしょうか？（４）微生物と多細胞生物

（巨視的生物）の間の非対称な相互作用は、どのように
進化し、現在の生態系の機能と安定性に関してどんな影
響を与えているのでしょうか？

多細胞生物は、有性生殖をおこなうとともに、多様な
ボディプラン・ボディサイズを創出することで、生物界
の多様性を飛躍的に高め、現在の生物の多層的な時間空
間パタンの形成に大きな影響を与えたと考えられます。
多細胞生物の本質と地球生態系の骨格を理解することを
目標に、理論的な視点から、上記の問いに対する諸仮説
の検討を進めています。

流域の階層性：流域管理が困難となる理由
約 10 万年前に出現した現生人類は、その高度な社会

性と文化によって人間の世界をつくり、結果として地球
の生態系を大きく変えました。流域（流域生態系）も改
変を受けた生態系の一つです。流域には有史以前から人
が定住し、流域の河川がつくる階層構造（本流－支流－
支支流…）に影響を受ける形で、現在の地域社会（都道
府県－市町村－集落）の骨格が形成され、多くの人が生
活しています。

流域は水循環や物質循環の空間的な単位であり、河川
や湖沼の生態系を保全・再生する上での自然な単位とい
われます。たとえば、流域の人間活動で生じた水域の富
栄養化の解決には、流域に住む人々の協力が必要となり
ます。ところが、人口減少社会に転じた日本の場合、流
域内の比較的小さな地域社会（コミュニティ）では、一
次産業の後継者問題や地域衰退といった深刻な課題を抱
えている場合もあるのです。この例に限らず、流域の階
層が異なる場合には、流域スケールの優先課題と地域社
会の優先課題が一致しないことがよくおこります。その
場合、流域管理は格段に難しくなります。

多様な流域ガバナンスの可能性：琵琶湖とラグナ湖の流
域の比較から

かつての流域管理においては、階層間に優先課題に
関して齟齬が生じた場合、流域課題を優先するのが当た
り前でした。しかし、このような流域管理によって、流
域生態系を実質的に支える地域社会が衰退することにな
れば、将来的に流域も荒廃することになります。地域も
流域もともに共存できる道はないのでしょうか？たとえ
ば、地域社会が地域の課題を解決するプロセスを通じて、
流域スケールの課題に対しても寄与できるような仕組み
はできないでしょうか？

私たちは、琵琶湖・野洲川流域をフィールドとする超
学際的（transdisciplinary）プロジェクト 1）の中で、この
ような流域管理プロセス（流域ガバナンス）が実現する

地球生態系の２つの課題：長期的な視点
から

理論生態学・保全生態学　准教授 谷内　茂雄
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ための条件と道筋を検討しました。その結果、地域の課
題と深く関わる生物多様性（生き物や生態系）を再生す
る活動の中から多面的な効果が生まれることで、地域の
課題と流域課題の解決をともに促進する好循環が生まれ
る可能性を確認できました（図１）。また、経済成長の
盛んなフィリピンのラグナ湖の支流域においても、比較
のための現地調査をおこないました。しかしながら、こ
こでは、生物多様性は期待したようなはたらきを発揮し
ませんでした。詳細は省きますが、風土や歴史的背景が
異なるこの流域においては、琵琶湖流域とは異なる道
筋で流域ガバナンスの試みが進んでいることがわかりま
した。このような経験をもとに研究の内容を本にまとめ
ましたが、アジアの多様な流域において、流域の実情に
即した流域ガバナンスの道筋をどのように見出せばよい
か、という問いに対して、なんとか一定の方向性を示す
ことができたのではないかと思います 2）。

超学際的プロジェクトを進めるために
流域管理や地球環境問題は、人間社会と生態系の相互

作用の結果として出現する複雑な現象です。ひとつの学
問分野だけでは、とうてい対処できません。そのため、
文理融合型あるいは超学際的な研究プロジェクトが推進
されるようになりました。しかしながら、このプロジェ
クト形式自体が、流域管理と同じガバナンスの問題を孕
んでいることを認識しておくことが大切だと思います。
以下に、私自身の反省も込めてご説明します。

私たち研究者は、一定範囲の自然現象あるいは人文・

社会的現象を守備範囲（専門分野）と定めて、その分野
の研究者コミュニティが認定する先端的な問題を解明す
ることで評価される、そういうシステムの中で生きてい
ます。そのため、広い領域にまたがる複雑な課題に対し
ては、チームとして取り組む経験が不足しています。そ
の結果、往々にして各研究者の専門分野の問題意識に引
きずられ、専門家の視点だけで環境問題を捉え理解しよ
うとする傾向が生まれます。このような状況下では、環
境問題を断片化・矮小化して複雑系としての本質を取り
逃がしてしまう、あるいは、地域社会の多様な問題意
識を反映しない問題設定をおこなってしまう、といった
危険性を常に抱えています。そうならないためには、超
学際的な研究プロジェクトを進めるための運営のしかた

（ガバナンス）が、流域管理と同様の問題を抱えている
ことを自覚することが大切なのです。

この調査研究には、日本とフィリピンにおける 100 名
以上の研究者、50 以上の地域と団体の皆様、そして総
合地球環境学研究所に多大なご支援・ご協力をいただき
ました。ここにあらためて感謝の意を表します。

注
１）人間文化研究機構総合地球環境学研究所 実践プ
ロジェクト（D06-14200119）「生物多様性が駆動する
栄養循環と流域圏－社会生態システムの健全性」（平
成 26 －令和元年度、プロジェクトリーダー：奥田昇）
２）脇田健一・谷内茂雄・奥田昇（編）（2020）『流域
ガバナンス－地域の「しあわせ」と流域の「健全性」』
454 ページ　京都大学学術出版会

▲図１：琵琶湖流域における流域ガバナンスの可能性
図１上：流域（点線より上）と地域コミュニティ（点線より下）の２つの階層において、課題の優先順位が一致しない場
合には、相互の協力が生まれにくいため、流域管理は進まない。
図１下：しかし、両者の間にそれぞれの課題の接点となる生物多様性があると、各階層による生物多様性の再生活動（実線）
を通じて、本来期待した効果とは別に、他方の階層の優先課題の解決につながる副次的な効果（点線）が生まれる。
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京都大学生態学研究センター関係史 解説

2011 年（平成 23 年）

センター第 3 期（2011 年度～ 2015 年度） 19）を参照
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椿宜高教授がセンター長に再任（2011 年度～ 2012 年度）

生態学研究センター創設 20 周年

「京都大学生態学研究センター創設 20 周年記念誌」刊行

“Summer program for young ecologists: Long-term 
monitoring in Lake Biwa"（「若手研究者のための夏季観
測プログラム in 琵琶湖」）開催１）

「安定同位体生態学ワークショップ 2011」開催２）

京都大学生態学研究センター一般公開「学校で習わない
生き物の不思議」開催３）

生態学研究センター創設 20 周年記念式典開催（京都大学
芝蘭会館）４）

ケ ニ ア 海 洋 水 産 研 究 所（Kenya Marine and Fisheries 
Research Institute）と学術交流協定 (MoU）を締結５）

１）陸水生態学の基礎的な知識と湖沼
および河川生態系の観測・分析技術の
体得を目的としたプログラム。京都大
学理学部の陸水生態学実習および当セ
ンターの共同利用・共同研究拠点の活
動の一つとして、琵琶湖と木曽川（理
学部附属木曽生物学研究所：長野県木
曽町）において隔年交代で開催

２）安定同位体生態学における炭素・
窒素の安定同位体比を用いた研究手法
の体得を目的としたプログラム。当セ
ンターの共同利用・共同研究拠点の活
動の一つとして毎年開催

３）京都大学の隔地研究教育施設にお
ける公開イベントを一定期間（秋季）
に集中して実施する「京大ウィークス」
の一環として、2011 年度から毎年開催

４）2011 年 3 月 11 日に発生した東日
本大震災の影響により、当初 5 月 15 日
の予定を 11 月 6 日に延期して開催

５）2016 年 12 月 1 日終了

2012 年（平成 24 年）
3

3

3

4

月

月

月

月

17
21

31

31

1

日
日

日

日

日

～ 「日本生態学会第 59 回大会 （ESJ59）・第 5 回東アジア生
態学会連合大会 （EAFES5）合同大会」開催（大津市 龍
谷大学瀬田キャンパス）

グローバル COE プログラム「生物の多様性と進化研究の
ための拠点形成－ゲノムから生態系まで（代表：阿形清
和）」が終了 6）

生態学研究センターと総合地球環境学研究所との機関連
携プロジェクト「病原生物と人間の相互作用環（代表：
川端善一郎　2006 年度～ 2011 年度）」が終了

有村源一郎准教授が着任

6）理学研究科生物科学専攻、霊長類
研究所、生態学研究センターが連携し、
ゲノムを共通基盤とした教育カリキュ
ラムの構築および生物多様性研究の新
たな学問領域の創出をめざして実施

（2007 年度～ 2011 年度）

1. センター 20〜 30年史
※年表は「京都大学生態学研究センター創設 20 周年記念誌」掲載より後のものを記載した。

※基本資料：「生態学研究センターニュース」（No.112 ～ 148）、「DIWPA News Letter」（No.23 ～ 45）
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8

9

10

11

月

月

月

月

17
24

1
7

27

30

日
日

日
日

日

日

～

～

“Summer monitoring program for young scientists in Kiso 
River"（「若手研究者のための夏季観測プログラム in 木
曽川」）１）および「2013 年度 DIWPA International Field 
Biology Course」合同開催 7）

「安定同位体生態学ワークショップ 2012」開催２）

京都大学生態学研究センター一般公開「学校で習わない
生き物の不思議」開催３）

「DIWPA International Workshop on Freshwater Biodiversity 
Conservation」開催（生態学研究センター）

7）DIWPA International Field Biology 
Course は、次世代リーダーの育成を目的
に、毎年若干名の DIWPA エリアの若手外
国人研究者を公募し、日本または DIWPA
エリアにおいて現地実習を実施。本年度は
ベトナムとマレーシアから２名参加

2013 年（平成 25 年）
3

3

4

4

4

8

8
9

10

11

12

月

月

月

月

月

月

月
月

月

月

月

31

31

1

1

1

17
23

31
6

2
10

2

2
3

日

日

日

日

日

日
日

日
日

日
日

日

日
日

～

～

～

～

椿宜高教授が定年退職

生態学研究センターと総合地球環境学研究所との機関連
携プロジェクト「人間活動下の生態系ネットワークの崩
壊と再生（代表：山村則男・酒井章子　2007 年度～ 2012
年度）」が終了

中野伸一教授がセンター長に就任（1期：2013年度～2014年度）

酒井章子准教授が着任（総合地球環境学研究所からの再
着任）8）

有村源一郎准教授が転出（東京理科大学へ）

“Summer program for young ecologists: Long-term 
monitoring in Lake Biwa"（「若手研究者のための夏季観
測プログラム in 琵琶湖」）開催１）

「安定同位体生態学ワークショップ 2013」開催２）

「2013 年度 DIWPA International Field Biology Course」を
小笠原父島で開催 7）9）

京都大学生態学研究センター一般公開「学校で習わない
生き物の不思議」開催３）

「International Workshop on Ecological Knowledge for 
Adaptation on Climate Change」を DIWPA がサムットプ
ラカン（タイ）で協賛開催

8）生態学研究センターと総合地球環境学
研究所との機関連携プロジェクト「人間
活動下の生態系ネットワークの崩壊と再
生（代表：山村則男・酒井章子　2007 年
度～ 2012 年度）」の終了に伴う異動

9）タイから１名参加

2014 年（平成 26 年）
4

7

月

月

1

26

日

日

山道真人特定助教（白眉センター）が着任（任期 5 年）

京都大学生態学研究センター・シリーズ公開講演会第 1
回「京都大学の琵琶湖研究 100 年と今後の多様な共同研
究のために（大津臨湖実験所開所 100 周年記念事業）」開
催 10）

10）「シリーズ公開講演会」は、一般市民を
対象として生態学の知見や進展をまとまっ
て紹介する新規事業。初年度は、京都大学
の全学経費の支援を受けて５回開催。次年
度以降は、毎年1回開催。第1回は、生態
学研究センター創設の母体の１つとなった

「大津臨湖実験所」の開所（1914年9月25日）
から100周年の記念事業として開催
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8

8
9

9

9

10

10

10

12

12

月

月
月

月

月

月

月

月

月

月

9
16

30
5

20

26
28

1

18

25

1

13

日
日

日
日

日

日
日

日

日

日

日

日

～

～

～

“Summer monitoring program for young scientists in Kiso 
River"（「若手研究者のための夏季観測プログラム in 木
曽川」）１）および「2014 年度 DIWPA International Field 
Biology Course」合同開催 7）11）

「安定同位体生態学ワークショップ 2014」開催２）

京都大学生態学研究センター・シリーズ公開講演会第 2
回「世界自然遺産サイトでの生物多様性研究と保全対策：
小笠原・白神山地を例に」開催 10）

“International symposium on Gracillariidae" 開催 12）

奥田昇准教授が転出（総合地球環境学研究所へ）13）

京都大学生態学研究センター一般公開「学校で習わない
生き物の不思議」開催３）

京都大学生態学研究センター・シリーズ公開講演会第 3 回
「大規模現象：大発生・一斉開花・大量死の科学」開催 10）

陀安一郎准教授が転出（総合地球環境学研究所へ）

京都大学生態学研究センター・シリーズ公開講演会第 4
回「データベースの構築と活用から見えてきた！新しい
生物多様性のサイエンス」開催 10）

11）フィリピンから 2 名参加

12）分類学、生態学、ゲノム科学等を
専門とする研究者が集まり、ホソガ科
蛾類に関する分野を越えた国際的な研
究協力体制を築くことを目的とした国
際シンポジウム（オーガナイザー：大
島一正・川北篤・David Hembry）

13）生態学研究センターと総合地球環
境学研究所との機関連携プロジェクト

「生物多様性が駆動する栄養循環と流域
圏社会 - 生態システムの健全性（代表：
奥田昇　2014 年度～ 2019 年度）」の開
始に伴う異動

2015 年（平成 27 年）
2

3

4

4

7

7

8

8
9

10

月

月

月

月

月

月

月

月
月

月

23

8

1

1

15

16

17
23

28
3

日

日

日

日

日

日

日
日

日
日

～

～

イタリア・トリノ大学植物生物学部（University of Turin, 
Italy）と学術交流協定（MoU）を更新 14）

京都大学生態学研究センター・シリーズ公開講演会第 5 回「花
の生態学～多様性の謎はどこまでわかったか～」開催 10）

中野伸一教授がセンター長に再任（2 期：2015 年度～
2016 年度）

塩尻かおり特定助教（白眉センター）が転出（龍谷大学へ）

小板橋忠俊船長（技術専門職員）が逝去 15）

程木義邦特定准教授が着任（任期 4 年）

“Summer program for young ecologists: Long-term 
monitoring in Lake Biwa"（「若手研究者のための夏季観
測プログラム in 琵琶湖」開催１）

「安定同位体生態学ワークショップ 2015」開催２）

共同利用・共同研究拠点の期末評価で「A」を獲得

14）2005 年 2 月 23 日に締結し、5 年
ごとに自動更新。2020 年 2 月 23 日を
もって終了

15）センターニュース No.130 に追悼
文が掲載
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10

11

12

月

月

月

7

8
14

13

日

日
日

日

～

京都大学生態学研究センター一般公開「学校で習わない
生き物の不思議」開催３）

「2015 年度 DIWPA International Field Biology Course 」を
タイで開催 7）16）

京都大学生態学研究センター・シリーズ公開講演会第 6
回「化ける！まねる！？熱帯のアリと奇妙な仲間たち～ラン
ビルからの研究報告～」開催 10）

16）バンコク、およびタイ国立公園・
野生動物・植物保全局（DNP）所有の
メクロン水文試験地で実施。インドと
タイから計 2 名参加

2016 年（平成 28 年）
2

2

3

3

4

4

4

4

　
　
　
　
5

6

8

8

9

10

月

月

月

月

月

月

月

月

　
　
　
　
　
月

月

月

月

月

月

1

13

3

22

1

1

1

1

　
　
　
　
　
28

13

7

17
23

3
9

1

日

日

日

日

日

日

日

日

　
　
　
　
　
日

日

日

日
日

日
日

日

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

～

～

木庭啓介教授が着任

京都大学生態学研究センター・シリーズ公開講演会第7回「奄美
群島自然史学～亜熱帯島嶼の生物多様性を研究する～」開催 10）

台湾中央研究院環境変遷研究中心（Research Center for 
Environmental Changes, Academia Sinica）との学術交流
協定（MoU）を更新 17）

生態学研究センターの部局としての時限が撤廃されることが決定

大園享司准教授が転出（同志社大学へ）

第三期中期計画開始（2016 年度～ 2021 年度）

「生態学・生物多様性科学に関する共同利用・共同研究拠
点」としての認定更新（2016 年度～ 2021 年度）18）

京都大学の部局としての生態学研究センターの時限が撤廃 19）

中学生を対象とした実習『森・川・湖の生き物から学ぶ「つ
なぐ・つながる生物多様性　第 1 回」』開催（甲賀市信楽町）

モンゴル科学アカデミー地理学・地球生態学研究所（The 
Institute of Geography-Geoecology,  Mongolian Academy of 
Sciences）と学術交流協定（MoU）を締結 20）

中学生を対象とした実習『森・川・湖の生き物から学ぶ「つなぐ・
つながる生物多様性　第 2 回」』開催（龍谷大学キャンパス）

“Summer monitoring program for young scientists in Kiso 
River"（「若手研究者のための夏季観測プログラム in 木
曽川」）１）および「2016 年度 DIWPA International Field 
Biology Course」を合同開催 7）21）

「安定同位体生態学ワークショップ 2016」開催２）

「京都大学の学系、学域及び全学教員部に関する規程」が施行
され、生態学研究センターは、「自然科学域・生態フィールド
学系」の構成部局となる。22）

17）2011 年 3 月 3 日に締結し、5 年ご
とに自動更新。

18）第二期中期計画期間（2010 年度
～ 2015 年度）に続き、第三期中期計画
期間（2016 年度～ 2021 年度）に於い
て文部科学省の「生態学・生物多様性
科学に関する共同利用・共同研究拠点」
として認定される。

19）生態学研究センターは 1991 年 4
月 12 日に 10 年時限の研究センターと
して設置された。10 年ごとに部局継続
に関する京都大学の審査を受けてきた
が、2016 年度以降の時限撤廃が決定

（2016 年 3 月 22 日）

20）2021 年 6 月 12 日終了

21）インドネシアから 1 名参加。

22）同学系は、生態学研究センターと
フィールド科学教育研究センターの 2
部局から構成される。
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10

10

12

12

月

月

月

月

1

15

1

9

日

日

日

日

中学生を対象とした実習『森・川・湖の生き物から学ぶ「つ
なぐ・つながる生物多様性　第 3 回」』開催（大津市田上山）

京都大学生態学研究センター一般公開「学校で習わない
生き物の不思議」開催３）

韓国・国立生態学研究院（NIE）と学術交流協定（MoU）
を締結

韓国・国立生態学研究院（National Institute of Ecology: 
NIE）と「第 1 回 NIE-CER 合同シンポジウム」を共同開
催 23）

23）世話人：Jeong-Kyu Kim（韓国・国
立生態学研究院）・中野伸一（京都大学生
態学研究センター）。韓国・国立生態学研
究院（韓国・忠淸南道舒川郡）で実施

2017 年（平成 29 年）
2

3

4

4

4

5

8

9

9

10

10

11

12

12

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

19

31

1

1

1

15

9
15

1

9
15

14

23

14
22

9

29

日

日

日

日

日

日

日
日

日

日
日

日

日

日
日

日

日

～

～

～

京都大学生態学研究センター・シリーズ公開講演会第 8
回「琵琶湖研究の最先端にふれる」開催 10）

大串隆之教授が定年退職

中野伸一教授がセンター長に再任（3 期：2017 ～ 2018 年
度）

東樹宏和准教授が着任

宇野裕美特定准教授が着任（任期 4 年）

「脱窒菌同位体比測定法ワークショップ 2017」開催 24）

“Summer program for young ecologists: Long-term 
monitoring in Lake Biwa"（「若手研究者のための夏季観
測プログラム in 琵琶湖」開催１）

山道真人特定助教（白眉センター）が転出（東京大学へ）

「安定同位体生態学ワークショップ 2017」開催２）

京都大学生態学研究センター一般公開「学校で習わない
生き物の不思議」開催３）

"Japan-China International symposium on water 
eutrophication in large lakes, reservoirs and estuaries"（「日
本・中国合同シンポジウム 大きな湖沼や貯水池、河口域
の富栄養化」）開催

「2017 年度 DIWPA International Field Biology Course」を
小笠原父島で開催 7）25）

韓国・国立生態学研究院（NIE）と「第 2 回 CER-NIE 合
同シンポジウム」開催 26）

タイ国立科学技術研究所（Thailand Institute of Scientific 
and Techinological Research） と 学 術 交 流 協 定（MoU）
を締結 27)

24）安定同位体生態学における硝酸イ
オンの窒素、酸素の同位体比を測定す
る「脱窒菌法」を用いた研究手法の体
得を目的としたプログラム。当センター
の共同利用・共同研究拠点の新たな活
動の一つとして毎年開催

25）タイから 1 名参加

26）世話人：中野伸一（京都大学生態
学研究センター）・Jeong-Kyu Kim（韓
国・国立生態学研究院）。京都大学益川
ホールで実施

27）2010 年農学部・農学研究科が締結、
2017 年更新時に共同で締結（主担当部
局：農学部・農学研究科） 
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2018 年（平成 30 年）
2

4

5

8

9

10

10

10

12

月

月

月

月

月

月

月

月

月

3

1

28
31

7
13

8
14

1

14

13

日

日

日
日

日
日

日
日

日

日

日

～

～

～

京都大学生態学研究センター・シリーズ公開講演会第 9
回「森へ！海へ！未知の生物多様性を求めて」開催 10）

川北篤准教授が転出（東京大学へ）

「脱窒菌同位体比測定法ワークショップ 2018」開催 20）

“Summer monitoring program for young scientists in Kiso 
River"（「若手研究者のための夏季観測プログラム in 木
曽川」）１） および「2018 年度 DIWPA International Field 
Biology Course（8 月 10 ～ 16 日）」合同開催 7）28）

「安定同位体生態学ワークショップ 2018」開催２）

文部科学省の共同利用・共同研究拠点の中間評価で「A」を獲得

潮雅之特定准教授（白眉センター）が着任（任期 5 年）

京都大学生態学研究センター一般公開「学校で習わない
生き物の不思議」開催３）

京都大学生態学研究センター特別講座「生態学・生物多
様性科学の基礎と応用～科学的に自然を知るために～」
第 1 回「水域生態系の仕組みと機能」 開催（生態学研究セ
ンター・京大オリジナル株式会社 主催）29）

28）マレーシア、フィリピン、インドネ
シア、ロシアから計 4 名参加

29）環境関連企業、地方自治体の環境保
全対策担当者、環境関連省庁・団体・協
会の担当者を対象に、生態学に関する網
羅的な知識や研究事例を紹介（全 3 回の
有料講座）。「京都アカデミアフォーラム
in 丸の内（東京）」で実施

2019 年（平成 31 年・令和元年）
1

2

2

2

2

4

4

月

月

月

月

月

月

月

17

9

18

21

22

1

1

日

日

日

日

日

日

日

京都大学生態学研究センター特別講座「生態学・生物多
様性科学の基礎と応用～科学的に自然を知るために～」
第 2 回「陸域生態系の仕組みと機能」 開催（生態学研究セ
ンター・京大オリジナル株式会社 主催）29）

京都大学生態学研究センター・シリーズ公開講演会第 10回「す
ぐそこに潜む異世界 -虫と小鳥の奇妙な生態への招待 -」開催 10）

京都大学生態学研究センター特別講座「生態学・生物多様
性科学の基礎と応用～科学的に自然を知るために～」第 3
回「生物多様性の理解に向けた実践的アプローチ」 開催（生
態学研究センター・京大オリジナル株式会社 主催）29）

国際シンポジウム「マクロ生物学百花繚乱～アジアの生
物多様性～」開催 30）

「DIWPA 国際ドローンワークショップ」開催 31）

中野伸一教授がセンター長に再任（4 期：2019 年度～
2020 年度）

酒井章子准教授が教授に選出

30）京都大学の全学経費の支援を受け
て、『アジアの生物多様性』をテーマ に、
アジアを中心に活躍する７名のマクロ
生物学研究者をアジア各国・地域（中国、
香港、韓国、ベトナム、インド、ネパー
ル、ブルネイ）から招聘して京都大学
百周年時計台記念館にて開催

31）ドローンを使った研究紹介や操縦の
実体験を生態学研究センターで実施。ベ
トナム・海洋環境と資源研究所（Institute 
of Marine Environment and Resources）か
ら Chuong The Chu 博士を招聘
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京都大学生態学研究センター関係史 解説

5

5

8

8

9

10

10

10

11

11

11

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

17
19

20
23

10
16

27

1
6

2

19

21

11

12

19

日
日

日
日

日
日

日

日
日

日

日

日

日

日

日

～

～

～

～

“CER-NIE Joint Research Lab" の開設 32）

「脱窒菌同位体比測定法ワークショップ 2019」開催 20）

“Summer monitoring program for young scientists in Kiso 
River"（「若手研究者のための夏季観測プログラム in 木曽
川」開催１）

「2019 年度 DIWPA International Field Biology Course」
開催 7）33）

「安定同位体生態学ワークショップ 2019」開催２）

「生物多様性・生態系研究基金」設立 34）

京都大学生態学研究センター一般公開「学校で習わない
生き物の不思議」開催３）

中国科学院応用生態研究所（Institute of Applied Ecology 
（IAE）, Chinese Academy of Science）と学術交流協定
（MoU）を締結 35）

国際シンポジウム「マクロ生物学百花繚乱 II ～世界一周
～」開催 36）

「芦生ワークショップ」開催 37）

京都大学生態学研究センター・シリーズ公開講演会第 11
回「香りをめぐる冒険 - 植物の香りを利用する生き物たち
の物語 -」開催 10）

32）2016 年 12 月に学術交流協定を結
んだ韓国・国立生態学研究院（NIE）
関係者の訪問期間、当センター内に設
置

33）インドネシア、ボゴール農業大学
国際会議場近郊の Ciliwung 川の上流で
実施。インドネシア国内外（イギリス、
タイ、カンボジア、インドネシア）か
ら計 23 名が参加

34）生物多様性研究者ネットワークのハ
ブとしての機能を果たし、「豊かな生物多
様性とすこやかな地球共生系を未来に残
す研究」を牽引できる人材を育成するこ
とを目的に、「京都大学基金」の「プロジェ
クト支援基金」部門の一つとして設立

35）IAE は 1987 年に設立（中国遼寧
省沈阳市）。研究者 411 名（教授 75 名、
准教授 88 名、助教ならびに研究補助
167 名：2019 年 10 月）

36）京都大学の全学経費の支援を受け
て、「世界一周」をテーマに世界中で研
究をしている研究者を招へい。京都大
学百周年時計台記念館にて開催

37）京都大学芦生研究林で研究を行う
研究者を講師として、京都大学で行わ
れている様々な研究を発表

2020 年（令和 2 年）
4

4

4

月

月

月

1

1

1

日

日

日

程木義邦特定准教授が転出（茨城県霞ケ浦環境科学セン
ターへ）

奥田昇准教授が着任（総合地球環境学研究所からの再着
任）38）

本庄三恵准教授が着任

38）生態学研究センターと総合地球環
境学研究所との機関連携プロジェクト

「生物多様性が駆動する栄養循環と流域
圏社会 - 生態システムの健全性（代表：
奥田昇　2014 年度～ 2019 年度）」の終
了に伴う異動
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京都大学生態学研究センター関係史 解説

4
5

6

8

10

10
11

10

10

月
月

月

月

月

月
月

月

　
月

27
18

12

7

1

5
9

13
14

　
17

日
日

日

日

日

日
日

日
日

　
日

～

～

～

生態学研究センターの一時閉鎖（ロックダウン）39）

イ ン ド ネ シ ア 科 学 院 陸 水 学 研 究 セ ン タ ー (Research 
Centre for Limnology, Indonesian Institute of Sciences)
と部局間交流協定（MoU）を締結

ハラスメント講習会を開催（オンライン開催）40）

奥田昇准教授が転出（神戸大学へ）

「安定同位体生態学ワークショップ 2020」開催（オンラ
イン開催）２）

"2030 Northeast Asia: Biodiversity Mainstreaming 
Workshop" を地球環境戦略研究機関および韓国・国立生
態学研究院と共催（オンライン開催）41）

京都大学生態学研究センター一般公開「学校で習わない
生き物の不思議」開催３）

39）4 月 21 日に滋賀県が発出した「新
型コロナウィルス（COVID-19）感染
拡大防止のための滋賀県における緊急
事態措置」による休業要請に基づき、
当センターを一時的に閉鎖

40）当センター人権委員会の活動の一
つとして、杉原保史教授（京都大学学
生総合支援センター・センター長）に
よる講演「大学におけるハラスメント：
その理解と防止のために」を開催

41）COP15（中国・昆明）においてポ
スト 2020 生物多様性枠組が採択される
ことを受け、その 10 年後となる 2030
年までに達成するべき生物多様性の主流
化に向けた東北アジアの専門家間での意
見交換と議論を目的として共同開催

2021 年（令和 3 年）
1

2

3

月

月

月

8
14

20

11

日
日

日

日

～ 「脱窒菌同位体比測定法ワークショップ 2020」開催（オ
ンライン開催）24）

京都大学生態学研究センター・シリーズ公開講演会第 12 回「もっ
と知りたい「琵琶湖の深呼吸」」開催（オンライン開催）10）

生態学研究センターの今後の「ミッション・ビジョン・
タスク」が運営委員会で承認

4

4

4

5

7
9

10

10

11

月

月

月

月

月
月

月

月

月

1

1

12

24
27

26
15

1

23

19

日

日

日

日
日

日
日

日

日

日

～

～

宇野裕美特定准教授が転出（北海道大学へ）

中野伸一教授がセンター長に再任（５期：2021 年度～
2022 年度）

生態学研究センター創設 30 周年

「脱窒菌同位体比測定法ワークショップ 2021」開催（オ
ンライン開催）24）

「安定同位体生態学ワークショップ 2021」開催（オンラ
イン開催）２）

佐藤拓哉准教授が着任

京都大学生態学研究センター一般公開「学校で習わない
生き物の不思議」開催３）

生態学研究センター創設 30 周年記念式典（オンライン開
催）。「京都大学生態学研究センター創設30周年記念誌」（本
誌）刊行 42）

42）新型コロナウイルス（COVID-19）
の影響により、式典をオンライン開催
に変更
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2.　組織と研究教育活動の概要
1.経緯

京都大学生態学研究センターは、「生態学の
基礎的研究の推進と生態学関連の国際共同研究
の推進」を目的に、京大における伝統ある学術
潮流の一つである生態学の総合的基礎研究を目
指す全国共同利用施設として 1991 年（10 年時
限）に設置された。当時の理学部附属大津臨湖
実験所と理学部附属植物生態研究施設を母体と
して、5 研究部門構成（生態構造、生態進化、
水域生態、温帯生態、熱帯生態：教官 13 名）
で発足したが、この設立の背景には、日本生態
学会の長年にわたる「国立生態学研究所設立」
への尽力と、沸々としてわき起こりつつあった
地球環境問題や生物多様性問題に対する社会的
関心の高揚が挙げられよう（「20 年史年表」参
照）。10 年時限の間に、新たに 3 部門増（寒帯
生態（1993）、生態複合（1995）、実験生態（1998））
と教官の純増 5 名が認められ、1998 年度には
大津市瀬田のキャンパスに新研究棟（3 階建）
第 1 期棟が完成し、1999 年度には第 2 期棟が
完成した。

 その後、2001 年には、「生物多様性および
生態系の機能解明と保全理論」を設立目的とし

て、第二期の 10 年時限の研究センターとして
再出発した。2004 年には、日本全国の国立大
学が法人化され、時限後の改組・改廃は大学の
判断に委ねられることになった。2010 年には、
文部科学省による新しい制度「共同利用・共同
研究拠点 （以下、拠点）」が施行され、当センター
は我が国で唯一の生態学・生物多様性科学の拠
点として認定を受けた。その後、文部科学省・
科学技術・学術審議会学術分科会研究環境基盤
部会が全国の国立大学の共同利用・共同研究拠
点を対象に実施する拠点の評価において、2013
年の中間評価、2015 年の期末評価、2018 年の
中間評価の全てについて、当センターの拠点は
高い評価「A」を獲得し続けている。また、当
センターの拠点の評価が高いことに鑑み、2016
年 3 月末、当センターに課せられていた 10 年
の時限が撤廃され、2016 年 4 月以 降、当セン
ターは我が国唯一の生態学に特化した恒久的部
局として京都大学に設置されている。

現在は、教員 11 名、外国人研究員（客員教
授）0 名、技術職員 3 名、事務職員 2 名の構成
である。また、白眉センターの特定准教授 1 名
がセンターで研究をおこなっている。現在のセ
ンターの構成を下図に示す。

▲図１：生態学研究センターの組織
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2. 共同利用施設
当センター（大津市平野）は研究実験棟（1

期棟および 2 期棟とシンバイオトロン棟）、実
験圃場、実験林園と実験池、実験森林区（「CER
の森」）を備え、野外フィールドとしての琵琶
湖における調査船を持つ。研究所内の様々な施
設や機器が、学内外の研究者の共同利用に供さ
れている。以下に各設備、施設の概要を示す。
また当センターの敷地図を次頁に示す（「口絵
写真」も参照）。

2-1.　遺伝子解析システム
網羅的遺伝子発現解析、ゲノム多型解析、微

生物群集構造解析、エピゲノム解析、およびゲ
ノムサイズや倍数性の決定ができるように、各
種の分析器機を備えている。

2-2.　シンバイオトロン
物理的、化学的、生物的環境を人為的に操作

できる環境制御室を含む施設である。自然条件
をシミュレートした制御環境下での操作実験が
可能である。施設内には、化学分析を実施する
設備も併設されている。

2-3.　琵琶湖調査船「はす」
　琵琶湖調査船「はす」（全長 12.5 ｍ、総トン
数 8.5 トン、巡航速度 20 ノット）は、琵琶湖
湖岸の大津市下阪本に係留され、琵琶湖におけ
る調査・実習に関わる全国共同利用に広く活用
されている。

調査船「はす」に加え、浅瀬など沿岸域の環
境調査やサンプル採集を目的とした小型調査船

「Elodea II」も配備している。

2-4.　安定同位体比精密測定用分析システム
2009 年度末に導入した、炭素・窒素同位

体比オンライン自動分析装置（元素分析計、
EA）、酸素・水素同位体比オンライン自動分析
装置（熱分解型元素分析計）、ガスクロ燃焼装
置付き前処理装置（GC/C）、高速液体クロマト
グラフ付き前処理装置（LC/C）、および 2015

年度末に導入した高感度で測定できる EA、
GC/C 付きの 2 台の Thermo 社製の安定同位体
比質量分析計が稼働している。さらに、脱窒菌
法による微量窒素化合物の窒素酸素同位体比を
測定する Sercon 社製のパージアンドトラップ
GC 連結型質量分析計とトレーサー測定専用の
Isoprime 社製 EA 付き IRMS も使用可能であ
る。

2-5.　圃場
センター圃場には実験圃場、樹種植栽林、林

木群集実験植物園がある。実験圃場では、圃
場（現在約 2000 平方メートル）およびビニー
ルハウス、ファイトトロン（植物育成用環境制
御温室）を利用した植物の育成、生態学的な操
作実験が可能である。樹種植栽林・林木群集実
験植物園（以下林園）は約 1300 平方メートル
の区画が 6 つあるが、本林園では、木本を用い
た生態学的な操作実験が可能である。また、林
縁区を京都大学生態学研究センター森林区（通
称「CER（セル）の森」）として設定し、擬木
階段を設置した内部周回路やビオトープ（実験
池）が作られ、実験森林区として利用されてい
る。

2-6.　野外実験池
センターの敷地内に縦 10m ×横 10m ×深さ

1.5m の方形池が８基設営されている。フラス
コやアクアトロンのように微小空間スケールで
再現可能な環境と微生物の相互作用を扱う室内
実験系と琵琶湖のような景観スケールで起こる
現象をつなぐ野外実験系である。

2-7.　標本室
琵琶湖定期観測で採集したプランクトンと底

生生物の 1965 年からの標本と、琵琶湖固有種
であるイサザの 1962 年からの標本を、センター
の母体となった大津臨湖実験所から引き継ぎ、
継続して収集・保管している。これらの標本の
一部は解剖等の破壊的利用が可能であり、近過
去調査試料として活用されている。
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2-8.　図書室
センターの母体となった二施設、旧大津臨湖

実験所（1914 年～ 1991 年）と理学部附属植物
生態研究施設（1964 年～ 1991 年）の蔵書を引
き継ぎ、2020 年 3 月末時点の図書蔵書冊数は
17858 冊である。歴史ある大津臨湖実験所の陸
水学・淡水生物学関係の雑誌や図書は、特に当
図書室の貴重な文献となっている。センターに
在籍していた教員の井上民二氏、安部琢哉氏、
東正彦氏、東大の門司正三氏、植物生態研究施
設の教員であった黒岩澄雄氏等からの多くの寄
贈図書により、生態学と生態学関連分野の基本
文献が揃っている。

▲図 2：生態学研究センターの敷地図
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３．学部・大学院教育
生態学研究センターの教員は、学部教育におい
ては、京都大学の全学共通科目「個体と集団の
基礎生物学」「ILAS セミナー」、理学部の各種
講義および実習を担当している。大学院におい
ては、京都大学大学院理学研究科生物科学専攻
のうち、生態科学 I（動物学系）または生態科
学 II（植物学系）のいずれかの分科に所属して
大学院教育を行っている。またセンターでは研
修員・研究生を受け入れている。これまでの修
士・博士学位一覧は資料集に掲載した。

４．研究活動
　「１．経緯」でも述べたように、現在は、大
部門制（生態学研究部門）の下、2010 年 4 月
から共同利用・共同研究拠点として、国内外に
おける生態学の発展のための拠点として活動し
ている。この拠点化に伴い、生態学の基礎研究
の推進と生態学関連の共同研究の推進を目的と
して、新たな共同研究公募を始めた。また、全
国共同利用研究施設として開かれた研究活動を
活発化するため、センター設立当初から協力研
究員制度を設けて学内外の研究者に協力研究員
を委嘱するとともに、広報誌「生態学研究セン
ターニュース」の発行（年 2 回）、一般公開の
生態学研究センターセミナー（月１回）の開催
をおこなっている。

この 10 年間では、大型プロジェクトとして、
最先端・次世代研究開発プロジェクト（1 件）、
JST・CREST（2 件）、JST・さきがけプロジェ
クト（3 件）、環境省環境研究総合推進費（4 件）、
および総合地球環境学研究所「生物多様性が駆
動する栄養循環と流域圏社会─生態システムの
健全性」（代表：奥田昇、2020 年終了）、「社会
生態システム転換における衡平性：熱帯森林フ
ロンティアの政治・権力・不確実性」（代表：
Grace Mun Yee, Stockholm Resilience Centre, 
Stockholm Universtiy。当センター酒井がコア
メンバーとして参画。実施中）がある。また、
科学研究費助成事業による基盤 S（2 件）、基
盤 A（7 件）の研究も進められ、さらに特別推
進研究が 2021 年 5 月より開始されている（「変
動環境下での頑健な応答を支える長期クロマチ
ン記憶」代表：工藤洋）。

教員個人の研究活動やこれまでのセンターの
各種活動の詳細については、生態学研究セン
ターのホームページに公開されている「生態学
研究センターニュース」および「生態学研究セ
ンター業績目録（年１回発行）」に記載されて
いる。また、センター関係者（教員、大学院生、 
ポスドク、研修員、研究生、教務補佐員 ( 研究職）
等）が、センター在籍時に受けた受賞（学会賞
および学会論文賞、各種文化賞等）については、
資料集に「受賞一覧」としてできるかぎり掲載
した。

５．DIWPA事務局および JaLTER準サイトの
維持

第一期生態学研究センターは、「生態学関連
の国際共同研究の推進」を目的として、1993
年に DIVERSITAS（生物多様性国際共同計画）
の主要３研究地帯のひとつである DIWPA（西
太平洋・アジア生物多様性ネットワーク）を発
足させた。DIWPA 事務局は発足当初から生態
学研究センターに置かれ、DIWPA はこれまで、
DIWPA-IBOY（国際生物多様性観測年）の提
案と実施をはじめ、さまざまな国際シンポジウ
ム、セミナー、ワークショップを開催してきた。
これまでの DIWPA の各種活動の詳細について
は、DIWPA のホームページに公開されている

「DIWPA News Letter」および「生態学研究セ
ンターニュース」に記載されている。

また、平成 22 年度より滋賀県琵琶湖環境科
学研究センターと共同で、琵琶湖流域の長期研
究サイトを開設した。同じく京都大学理学部木
曾生物学研究所に隣接する木曽川中流域・黒川
をフィールドとして、木曾流域長期研究サイト
を開設した。いずれも JaLTER（日本長期生態
学的研究ネットワーク）の準サイトとして登録
されている。



資 料 集





-55-

資料集

受賞年 受賞者氏名 賞名 受賞理由（研究課題・受賞講演名・受賞論文等）

2012 内海　俊介 第 16 回 日 本 生 態
学会　宮地賞

「複雑な生態系での多様性と進化を紐解く：形質介在型の間接効果からの
アプローチ」

2012 塩尻　かおり 第 4 回京都大学優
秀女性研究者賞（た
ちばな賞）　研究者
部門

「植物揮発性物質が駆動する生態系生物間相互作用ネットワークの解明」

2012 荒木　希和子 第 6 回種生物学会
片岡奨励賞

「クローナル植物であるスズランの繁殖様式と集団維持機構の進化生態学
的視点からの解明」

2013 山﨑　絵理 第 3 回京都大学理
学研究科竹腰賞

「アリ植物オオバギ属（トウダイグサ科）におけるアザミウマによる送粉
とアリによる防衛関係の解明」

2013 中野　伸一 第 17 回 生 態 学 琵
琶湖賞

「湖沼や海洋の微生物に夢を求めて」

2013 坂田　ゆず 第 29 回 個 体 群 生
態学会大会　最優
秀ポスター賞

「侵入地において、セイタカアワダチソウは天敵から解放されているのか？ 
- 原産地と侵入地における植食者昆虫の分布パターンの比較 -」

2013 塩尻　かおり 第 1 回学際研究着
想コンテスト　優
秀賞

「視覚・聴覚に続く第三の電子媒体「匂い」その時代に備えるための技術
革新と社会環境整備」

2013 塩尻　かおり 第 1 回学際研究着
想コンテスト　優
良賞

「食の三段階欲求を満たす食材、食品改質による人類救済」

2013 塩尻　かおり 第 17 回 日 本 生 態
学会　宮地賞

「植物揮発性物質が駆動する生物間相互作用ネットワークの解明」

2014 酒井　章子 第 6 回京都大学優
秀女性研究者奨励
賞　研究者部門

「植物の繁殖生態学」

2014 潮　雅之 第61回日本生態学会
英語口頭発表　Best 
Award(Microbial 
a n d  E c o s y s t e m 
Ecology Section)

「High-throughput sequencing and a microscope-based analysis of the soil 
prokaryotic community along vegetation gradients in a dry arctic tundra」

2014 松岡　俊将 日 本 菌 学 会 第 58
回大会　学生発表
優秀賞

「本邦シイ林における外生菌根菌多様性と群集組成の地理的パターン」

2014 才木　真太朗 第 125 回日本森林
学会大会　学生ポ
スター賞

「小笠原における土壌深と最大樹高との関係 : 樹高を決める水と光のト
レードオフ 」

2014 辻本　典顯 第 61 回 日 本 生 態
学会　ポスター賞

（植物繁殖・生活史
部門　優秀賞）

「クローナル植物コンロンソウ集団の遺伝構造と生活史形質におけるジェ
ネット間差の解析」

2014 神谷　麻梨 新 学 術 領 域 若 手
ワークショップ　
第 8 回細胞壁ネッ
トワーク研究会　
最優秀ポスター賞

「植物におけるウイルスの網羅的種同定法の開発と、野外における宿主ー
ウイルス間相互作用の解析」

2015 山道　真人 第 31 回 井 上 研 究
奨励賞

「捕食者－被捕食者系における生態－進化動態」

2015 山道　真人 第 3 回日本生態学
会奨励賞（鈴木賞）

「適応のメカニズムが生態—進化フィードバックに与える影響」

1. 受賞一覧
※ 2011 年度以降のものを掲載

※生態学研究センターに在籍中の受賞に限って掲載
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受賞年 受賞者氏名 賞名 受賞理由（研究課題・受賞講演名・受賞論文等）

2015 山道　真人 第 62 回 日 本 生 態
学会大会　英語口
頭発表賞

「Rapid evolution of a consumer stoichiometric trait destabilizes consumer-
producer dynamics」

2015   山道　真人 第 62 回 日 本 生 態
学 会 大 会　 ポ ス
ター賞（進化　最
優秀賞）

「適応トレードオフの違いが生態と進化のフィードバックに与える影響：
ミクロコズムによる実証と理論」（共著）

2015 神谷　麻梨 第 62 回 日 本 生 態
学 会 大 会　 ポ ス
ター賞（生物多様
性　最優秀賞）

「RNA-seq を用いたアブラナ科植物内ウイルスの多様性の解明」

2015 古川　沙央里 第 62 回 日 本 生 態
学 会 大 会　 ポ ス
ター賞（動物と植
物の相互関係　最
優秀賞）

「絶対送粉共生系における植物側の防御形質の進化」

2015 平野　滋章 第 62 回 日 本 生 態
学 会 大 会　 ポ ス
ター賞（動物と植
物の相互関係　優
秀賞）

「ヤナギルリハムシ幼虫の食害が節足動物群集に与える影響」

2015 西尾　治幾 第 62 回 日 本 生 態
学 会 大 会　 ポ ス
ター賞（植物個体
群・植物繁殖　優
秀賞）

「植物が花成タイミングを決定する分子メカニズム」

2015 佐藤　安弘 日本学術振興会第
6 回育志賞

「ハクサンハタザオ（シロイヌナズナ属）のトライコーム二型における被
食防御の連合効果」

2015 岡崎　友輔 日本微生物資源学
会 第 22 回 大 会　
ベ ス ト プ レ ゼ ン
テーション賞

「琵琶湖深層で優占する Chloroflexi 門細菌の生態学的特性および単離手法
の検討」

2015 岡崎　友輔 日本陸水学会第 80
回大会　優秀ポス
ター賞

「大型湖沼の有酸素深水層で優占する浮遊細菌 CL500-11 の生態学的研究」

2015 古川　沙央里 第 47 回 種 生 物 学
シンポジウム　種
生 物 学 会 第 10 回
ポスター賞

「カンコノキ - ハナホソガ共生系において、いびつな「果実」をつくるハ
ナホソガは寄生的か？」

2016 清水　加耶 日本昆虫学会第 76
回大会　論文賞

「Host-plant use by two Orthomeria (Phasmida: Aschiphasmatini) species 
feeding on Macaranga  myrmecophytes. 」

2016 甲野　裕理 第 127 回 日 本 森
林学会大会　ポス
ター賞

「小笠原のウラジロエノキ稚樹の乾燥枯死の生理機構」

2016 才木　真太朗 T h e  7 t h  E a s t 
Asian Federation 
o f  E c o l o g i c a l 
Soc ie t ies　Best 
Poster Award

「New model in drought-induced tree die-off in carbon, hydraulic and 
respiratory stress」

2016 山道　真人 第 9 回個体群生態
学会　奨励賞

「「適応のメカニズム」が生態 - 進化フィードバックに与える影響」

2016 小板橋　忠俊 全国国立大学法人臨海臨湖実験所所長会議・技術職員研修会議合同会議において感謝状の贈呈

2016 望月　昂 2016 年度日本生態
学会近畿地区会例
会　地区会奨励賞

「被子植物における新たな送粉シンドローム：送粉者としての微小双翅目
昆虫の有用性と一般性について」
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受賞年 受賞者氏名 賞名 受賞理由（研究課題・受賞講演名・受賞論文等）

2017 松山　秦 第 64 回 日 本 生 態
学 会 大 会　 ポ ス
ター優秀賞

「葉内の CO2 不足に誘導される光合成能力の上昇　～ポリアミンによる光
合成促進の寄与～」

2017 甲野　裕理 第 64 回 日 本 生 態
学 会 大 会　 ポ ス
ター優秀賞

「ウラジロエノキ稚樹の乾燥枯死の生理メカニズム」

2017 山道　真人 第 64 回 日 本 生 態
学会大会　英語口
頭発表賞

「Roles of maternal effects in maintaining genetic variation: Maternal 
storage effect」

2017 望月　昻 第 64 回 日 本 生 態
学 会 大 会　 ポ ス
ター賞（動物と植
物の相互関係・最
優秀賞）

「被子植物における新たな送粉シンドローム：送粉者としての微小双翅目
昆虫の有用性と一般性について」

2017 西尾　治幾 日本遺伝学会 GGS 
Prize 2017

「From the laboratory to the field: assaying histone methylation at 
FLOWERING LOCUS C in naturally growing Arabidopsis haller i.」 

2017 橋本　洸哉 P o p u l a t i o n 
Ecology 誌 2017
年 1 月 号 Editor's 
choise に選出

「How do two specialist butterflies determine growth and biomass of a 
shared host plant?」

2017 岡崎　友輔 第 8 回（ 平 成 29
年度）日本学術振
興会　育志賞

「大水深淡水湖に生息する細菌の多様性と生態の解明」

2018 大串　隆之 第 16 回 日 本 生 態
学会賞

動植物相互作用を対象として、個体群動態や群集の維持機構を明らかにし
た。特に、「間接相互作用網」という概念を提唱し、群集の維持や動態に
おける被食 - 捕食関係以外の相互作用の重要な役割を実証した。また、一
般、学生向けの本を多数執筆・編集したことなどにより、後進を育てるこ
とに大きく貢献した。

2018 鈴木　俊貴 第 22 回 日 本 生 態
学会　宮地賞

「鳥類の鳴き声と言語の進化～行動生態のその先へ～」

2018 潮　雅之 第 22 回 日 本 生 態
学会　宮地賞

「植物ー土壌フィードバックループと熱帯山地林における針葉樹と広葉樹
の長期共存」

2019 東樹　宏和 Human Frontier 
Science Program
( H F S P )  Aw a r d 
2019

「植物とその根に共生する真菌類（きのこ・かび類）との間で繰り広げら
れる相互作用の解明」

2019 Nguyen Cong 
Thuan（ 元 理
学 研 究 科 特
別研究学生・
木 庭 研 究 室
2016 年 4 月
～ 2017 年 9
月在籍）

2019 年度日本陸水
学会　論文賞

「N2O production by denitrification in an urban river; evidence from 
isotopos, functional genes, and dessolved organic matter」

2019 大西　雄二 2019 年度日本有機
地球化学会　奨励
賞（田口賞）

「深海の特殊環境に形成する生物群集を対象とした安定同位体生態学の高
度化」

2019 横井　瑞士 第 35 回 個 体 群 生
態学会　ポスター
最優秀賞

「融雪氾濫原におけるケンミジンコ個体群動態と規定要因の実験的実証」

2019 湯本　原樹 第 35 回 個 体 群 生
態学会　ポスター
優秀賞

「常緑草本ハクサンハタザオにおける葉寿命の季節的可塑性」

2019 辻　かおる 第 12 回 京 都 大 学
優秀女性研究者奨
励賞　研究者部門

「雌雄差が生態系において果たす役割の解明」
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受賞年 受賞者氏名 賞名 受賞理由（研究課題・受賞講演名・受賞論文等）

2020 東樹　宏和 令和２年度科学技
術分野の文部科学
大臣表彰　若手科
学者賞

「異分野融合による複雑種間ネットワークの研究」

2021 潮　雅之 令和 3 年度科学技
術分野の文部科学
大臣表彰　若手科
学者賞

「野外生態系動態の制御機構に関する研究」

2021 鈴木　紗也華 第 68 回 日 本 生 態
学会　ポスター賞

（動物群集・最優秀
賞）

「節足動物群集の DNA メタバーコーディングから被食 - 捕食ネットワー
クの季節動態へ」

2021 木下　桂 第 68 回 日 本 生 態
学会　ポスター賞

（動物群集・優秀賞）

「安定同位体微量測定を用いた淡水寄生虫類の体サイズと栄養段階の関係」

2021 鈴木　紗也華 第 65 回 日 本 応 用
動物昆虫学会　ポ
スター賞

「DNA メタバーコーディングを用いた草原性クモ群集の被食 - 捕食ネット
ワークの季節動態と種特異性の評価」

2021 辻　かおる 第 25 回 日 本 生 態
学会　宮地賞

「群集のなかの雌雄差」
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2. 修士学位一覧
※ 2011 年度以降、学位取得年度ごとに掲載

2011年度
池田　あんず 国内亜熱帯林と温帯林におけるクロサイワイタケ科内生菌の多様性と群集構造の比較

Comparison of diversity and assemblage of Xylariaceous endophytes between subtropical and 
temperate forests in Japan

伊藤　公一 植物における個体間の協同効果を伴う対被食防衛の進化動態
Evolutionary dynamics of anti-herbivore defense level in plants under the associational effect

宇野　裕美 ボルネオ島キナバル山の上流部集水域における水生昆虫群集の空間異質性
Spatial heterogeneity of aquatic insect communities in an upstream catchment of Mt. 
Kinabalu, Borneo

岡崎　友輔 琵琶湖成層期の深水層におけるクロロフレクサス門細菌　CL500-11 の優占
Annual cyclic dominance of CL500-11 bacterioplankton (Phylum Chloroflexi ) in the 
oxygenated hypolimnion of Lake Biwa, Japan

長岡　光洋 季節的環境下におけるハクサンハタザオのサイズ依存性開花

橋本　洸哉 ホソオチョウとジャコウアゲハの資源利用様式と寄主植物を介した種間関係

長谷川　尚志 アミノ酸窒素同位体による陸域腐食食物網解析に向けた試み

松岡　俊将 次世代シーケンサーを用いた亜熱帯林の林床基質における外生菌根菌の分布パターンの解明

2012年度
池本　美都 葉食者が多年生植物の花形質と訪花者の群集構造に与える影響の解明

Herbivore-induced bottom-up effects on flower visitor communities on Solidago alitissima

阪口　瀬理奈 標高傾度に沿った内生菌群集の変動

佐藤　安弘 ハクサンハタザオの有毛型・無毛型に対する食害の頻度依存性
Frequency-dependent hervivory on hiry and glabrous morphs of a perennial herb Arabidopsis 
halleri  subsp. gemmifera

西野　寛志 シングルセル PCR を用いたCryptomonas 属の種及び遺伝子型の組成解明

平野　滋章 捕食者が植食者の行動を介して植物の形質変化に及ぼす間接効果

THOTTATHIL,
Shoji Devasia

琵琶湖表水層における溶存有機物の蓄積：表水層における物質代謝と深水層における有機物
分解

2013年度
奥野　匡哉 小笠原乾燥尾根部に生育する樹木種の乾燥耐性と樹形構造

才木　真太朗　 小笠原テリハハマボウの乾燥勾配にそった樹高変化と乾燥耐性機構

辻本　典顯　 クローン植物集団における優占ジェネットの同定とその生活史特性の解析

藤永　承平 野洲川河口から琵琶湖沖帯にかけての細菌の群集構造と酵素活性

古川　沙央里 絶対送粉共生系を安定的に維持する生態的要因の解明

MUKHERJEE,
Indranil 

琵琶湖におけるキネトプラスチド・ナノ鞭毛虫の鉛直分布の季節動態：特に生態学的特性に
着目して
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2014年度
中村　恭子 植物プランクトンが生産する細胞外粘質有機物と細菌による利用

望月　昂 雄性繁殖成功度の動態に着目した送粉様式の特殊化過程の解析

山村　駿太郎 遺伝子型と植食者の食害によるセイタカアワダチソウの形質変化が落葉変換者を介して分解
過程に与える効果

2015年度
稲葉　優太 連結された捕食者−被食者系の理論的研究：競争の非対称性が個体群動態の安定性に与える

影響
札本　果 河川水と硬組織のストロンチウム同位体比を用いたイトヨの生息地間の移動性評価

岸本　結 琵琶湖深水層における蛍光性溶存有機物の蓄積について

平野　友幹 モクセイ科における二対立遺伝子型自家不和合性と異花柱性の進化

2016年度
甲野　裕理 小笠原におけるウラジロエノキ稚樹の乾燥枯死の生理機構

Physiological mechanism of drought-induced tree die-offs in Trema orientalis  (L.) Blume 
saplings in Ogasawara Islands

蔡　吉 琵琶湖北湖におけるピコ植物プランクトン現存量の季節変動及び鉛直分布
Seasonal variations and vertical distributions of autotrophic picoplankton abundance in the 
north basin of Lake Biwa

山方　政紀 生態系エンジニアによる異なる構造物が生み出す二次利用者群集
Community of secondary users by different  structures of ecosystem engineering

山岸　栄大 植物における自家受粉と細胞質性雄性不稔の共進化に関する理論研究
The theoretical study on the joint evolution of selfing and cytoplasmic male sterility in plant

2017年度
永田　隼平 消費者と資源の空間分布と相互作用スケールが共存可能性と安定性に与える影響

Effects of consumer-resource spatial distribution and interaction scale on feasibility and 
stability of coexistence

2018年度
福田　恭平 シロイヌナズナ（Arabidopsis thaliana）の植物揮発性物質に対する器官特異的応答

Organ-specific responses of Arabidopsis thaliana  to plant volatiles.
湯本　原樹 常緑草本ハクサンハタザオにおける葉の役割の標高適応と季節応答

Altitudinal adaptation and seasonal response of leaf functions in evergreen herb, Arabidopsis 
halleri  subsp. gemmifera

武田　和也 滑る花弁：花弁表面ワックスの盗蜜アリ排除機能の検証
Slippery petals as a mechanism of defense against nectar thieving ants
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2019年度
鎌田　一徹 オオバギの送粉共生：植物と花序で繁殖する２種のカメムシの三者関係

Pollination of Macaranga tanarius : Mutualism among the plant and two hemipteran species 
breeding on inflorescences.

菅野　友哉 森林の景観構造が野生動物に与える影響～数理モデルによる解析～
The effect of landscape structure on wildlife in forest –analysis by mathematical model-

鈴木　紗也華 DNA メタバーコーディングを用いた草原性クモ群集における餌利用の季節動態
Seasonal dynamics of food selection in grassland spider communities using metabarcoding

藤田　博昭 複雑細菌群集の時系列データを用いた群集動態の局所的安定性評価
Evaluating temporal dynamics of simple and complex microbiome communities by using 
nonlinear dynamics analysis

李　俊男 クロユリの花浸出液の化学分析と役割
The chemistry and role of floral exudate in Fritillaria  camschatcensis

2020年度
木下　桂 安定同位体手法を用いた琵琶湖水系における寄生生物の栄養段階の推定

Estimation of the trophic levels of the parasites in Lake Biwa basin by the stable isotope 
technique

武田　結花 豊かな土壌栄養循環は作物の生育を促進するか？環境保全型農業の数理的検討
Does rich soil nutrient cycling promote crop growth? Mathematical analysis of Conservation 
Agriculture

堀　淑恵 共生者間の組み合わせが宿主に及ぼす相加的・非相加的効果
Additive and non-additive effects of multiple fungal symbionts on host plant performance

横井　瑞士 融雪期の氾濫原における多様な水域生物群集の形成メカニズム
Development of various aquatic communities in a floodplain over the snowmelt period

中村　友美 異常気象とマスティングの同時発生は小笠原諸島のシマイスノキの被害を拡大する
The simultaneous events of extreme climate and masting increase the damage of Distylium 
lepidotum trees in the Ogasawara Islands

皆木　寛司 小笠原低木林２０樹種における極端な夏の乾燥下での通水欠損障害と糖欠乏
Hydraulic failure and carbon starvation in 20 drought-tolerance woody plants under extreme 
summer-drought in the Ogasawara islands. 
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3. 博士学位一覧
※ 2011 年度以降、学位取得年度ごとに掲載

2011年度
直江　将司 Seed dispersal pattern of fleshy-fruited plant species determined by scale -dependent animal 

behaviors
（スケール依存の動物行動によって決定される液果樹木の種子散布パターン）

2012年度
奥山　永 Interspecific interactions and reproductive character displacement in damselflies

（カワトンボの種間相互作用と繁殖形質置換）

2013年度
酒井　陽一郎 Spatio-temporal dynamics of planktonic food webs in the coastal ecosystem of Lake Biwa 

（琵琶湖沿岸域におけるプランクトン食物網の時空間動態）

高巣　裕之 Growth and mortality of bacterial subgroups with different types of respiratory quinone in 
Lake Biwa
 ( 琵琶湖における異なる呼吸鎖キノンを保持する細菌亜集団の増殖と死滅 )

原口　岳 Changes in diet of shrub spiders during a forest secondary succession, revealed by isotope 
measurements
( 植生二次遷移過程における低木層クモ類の採餌変化 – 同位体分析による解明 –)

山﨑　絵理 Evolutionary relationships between pollination and protective mutualisms in the  genus 
Macaranga  (Euphorbiaceae)  
  ( オオバギ属植物 ( トウダイグサ科 ) における送粉共生と被食防衛共生の進化的関係 ) 

2014年度
高橋　大輔 Theoretical investigation of the eco-evolutionary dynamics of food webs

（食物網の進化生態学的動態に対する理論的研究）
松林　順 Spatio-temporal changes of salmon consumption by brown bears: An example of human-

induced alterations in marine-terrestrial linkage
（ヒグマによるサケ利用の時空間的変化：人の活動が、海と陸のつながりに及ぼす影響の一例
として）

2015年度
伊藤　公一 Influence of the structure of interaction among individuals on the evolution of cooperation

（生物個体間の相互作用における構造の違いが協力の進化に及ぼす影響）

林　鎬俊 Chemical ecological study on tritrophic interaction networks consisting of omnivores, 
herbivores and plants 

（雑食性昆虫−植食性昆虫−植物から構成される三栄養段階相互作用ネットワークの化学生態
学的解析）

佐藤　安弘 Associational anti-herbivore defense in the trichome dimorphism of
Arabidopsis halleri  susp. gemmifera (Brassicaceae)

（ハクサンハタザオ（アブラナ科）のトライコームによる被食防御における連合効果）
坂田　ゆず Temporal dynamics of resistance in an exotic plant Solidago altissima : geographic variation 

of plant-herbivore interactions in native and invaded range
（外来植物セイタカアワダチソウの抵抗性の時間的な動態：原産地と侵入地における植物—植
食者相互作用の地理的変異）
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2016年度
西尾　治畿 Seasonal analysis of histone modifications in a natural population of Arabidopsis halleri

（ハクサンハタザオ自然集団におけるヒストン修飾の季節解析）

松岡　俊将 外生菌根菌群集の空間・時間変動におけるニッチ要因及び空間・時間関連要因の影響力の評
価

MUKHERJEE,
Indranil

Ecology of kinetoplastid flagellates in freshwater deep lakes of Japan
（キネトプラスチド鞭毛虫の日本の深い淡水湖沼での生態）

神谷　麻梨 Analysis on virus-virus and virus-host interactions in Brassicaceae in natural environments
（野生アブラナ科植物におけるウイルス種間、ウイルス－ 宿主間相互作用の解析）

中䑓　亮介 Generation and maintenance of species diversity in leaf cone moths (Caloptlia ) feeding on 
maples (Acer )

（カエデ属植物を利用するハマキホソガ属蛾類における 種多様性の創出と維持に関する研究）

2017年度
才木　真太朗 The variations of drought tolerance along soil depth gradient and the physiological 

mechanisms of drought-induced and pathogenic tree die-offs in the Bonin Islands
（小笠原樹木の土壌深勾配に沿った乾燥耐性の変異、乾燥や樹病による枯死の生理機構の解
明）

岡崎　友輔 Ecology of bacterioplankton specific to the oxygenated hypolimnia of deep freshwater lakes
（大水深淡水湖の有酸素深水層に特有な細菌の生態解明）

望月　昂 Diversity of plants pollinated by fungus gnats and associated floral syndrome
（キノコバエに送粉される植物の多様性と花形質シンドローム）

2018年度
橋本　洸哉 Plant-mediated indirect interaction between two butterflies: consequences of species specific 

food demand
（植物を介した 2 種のチョウの 間接相互作用 : 種特異的な餌要求量の意義）

2019年度
樋口　裕美子 Resistance by the leaf shape of Isodon umbrosus var. hakusanensis (Lamiaceae) against the 

leaf processing by Apoderus praecellens
（ムツモンオトシブミの葉の加工に対するハクサンカメバヒキオコシ（シソ科）の葉型によ
る抵抗性）

辻本　典顕 Clonal population structure and genetic variation of ramet-production traits in a clonal plant. 
Cardamine leucantha .

（クローナル植物コンロンソウにおける集団クローン構造とラメット生産形質の遺伝的変異）

2020年度
古川　紗央里 絶対送粉共生系における宿主植物の種子生産に影響を与える要因の解明

池本　美都 Within- and across-year legacy effects of herbivores on plant-associated arthropods and
 reproductive success in a perennial heab

（植食者の年内と越年の遺産効果が植物利用者と多年生草本の繁殖成功に与える影響）

蔡　吉 Ecology and diversity of freshwater picocyanobacteria in Japanese lakes
（日本湖沼に生息する淡水性ピコシアノバクテリアの生態と多様性）
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編 集 後 記

　多くの皆様のご協力をいただきまして、ここに生態学研究センター創設 30 周年記念誌をお届けいたしま
す。
　人類共通の課題が浮き彫りとなり、国連の Sustainable Development Goals (SDGs) に代表される国際的
な取り組みが注目を集める中、課題解決の中核として生態学が注目される場面がますます増えてきました。
そうした中、湊長博 京都大学総長、國府寛司 京都大学大学院理学研究科長、山極壽一 総合地球環境学研
究所所長、および、湯本貴和 日本生態学会長から貴重なメッセージをお寄せいただき、今後より一層、基
礎研究の革新を通じた人類・社会への貢献を加速させていかねばと、センター一同、想いを新たにしてお
ります。

生態学研究センターへの滞在を通じて共同研究を展開させていただいている海外研究者の皆様や、各方
面で活躍される生態学研究センター卒業生の皆様からも、応援のメッセージをいただきました。今後とも
叱咤激励のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

30 周年を迎えるにあたり、生態学研究センターに所属する個々の教員の視点で、今後の生態学の挑戦・
展開について議論させていただきました。研究アプローチや研究対象が違っていても、未知の現象や生命
システムの基本原理に迫りたいという熱い想いは同じです。多様な研究が展開されるとともに、学生や博
士研究員が研究室の垣根を超えて交流し合う生態学研究センターの気風を感じていただければ幸いです。

本記念誌には、20 周年以降の歩みといたしまして、この 10 年における様々な出来事に関する年表を掲
載させていただきました。また、生態学研究センター在籍者の各方面における受賞歴や、センターを卒業
された皆様の修士論文・博士論文のタイトルを掲載しております。10 年という時の積み重ねを、当時のご
苦労や喜びとともに眺めていただければ幸いです。

この記念誌をまとめるにあたり、ご寄稿いただいた皆様をはじめ、様々なご協力・ご支援をいただきま
した。誠にありがとうございました。また、写真をご提供いただいた皆様、年表に掲載する情報や受賞歴
についての情報をいただいた皆様、そして、原稿の入念なチェックを行っていただいた皆様に厚く御礼申
し上げます。

生態学研究センター 創設 30 周年記念誌編集委員会
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